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   あのとき植えた苗木は元気かな？ 

 

～ 「第５８回 全国植樹祭」記念植樹木の  現在の姿   ～ 

 

 

                       ※「苫小牧東部地域」で開催 

本道で４６年ぶりに開催した「全国植樹祭」では、天皇・皇后両陛下（現「上皇・上皇后両

陛下」）に、アカエゾマツなど６本（５種）の苗木をお手植えいただくとともに、全道の子ど

もたちやボランティア等の手で育成された協働苗木＊（３５種類）など約２万本を、全国各地

から参加した約１万人の方々に記念植樹していただきました。 

* 協働苗木 … 道内各地域の小学校やボランティアなど 174 団体の皆さんが、種とり・種まきから育てた苗木や、山から採取して育てた苗木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１９年(2007年)  【全国植樹祭当時】 

令和２年(2020年)  【１３年経過】 

 

式典会場 

式典会場 

記念植樹会場（約５ha） 

記念植樹会場 

「１万人」で 
「２万本」の苗木を植樹 

令和 2年(2020年) 
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＜全道各地で育成された協働苗木（３５種類）＞ 

1.アオダモ 8.エゾムラサキツツジ 15.キハダ 22.トドマツ 29.ブナ 

2.アカエゾマツ 9.エゾヤマザクラ 16.グイマツ雑種 F1 23.ナナカマド 30.ホオノキ 

3.アキグミ 10.オニグルミ 17.クリ 24.ハスカップ 31.北海ポプラ 

4.アズキナシ 11.カシワ 18.シラカンバ 25.ハマナス 32.ミズナラ 

5.イタヤカエデ 12.カツラ 19.センノキ 26.ハルニレ 33.ヤチダモ 

6.イチイ 13.カラマツ 20.チシマザクラ 27.ハンノキ 34.ヤマツツジ 

7.イヌエンジュ 14.キタコブシ 21.トチノキ 28.ヒノキアスナロ 35.ライラック 

※ 五十音順 

子どもたちも 

苗木の植え方を勉強 友達と記念写真 

アカエゾマツのお手植え 

 

 

１万人が集い 

両陛下を迎え 

大人も 
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○ 全国植樹祭開催にあたっての道民への約束（開催後の展望：基本計画資料より） 

 植樹会場における参加者記念植樹苗木の育成を地元苫小牧市民・ボランティアなどの参

加・協力のもと、市民の憩いの場「協働の森」として大切に育てていく 

 

 

  

 ・ポストイベント「北の大地の森林づくりフォーラム in苫東」の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ・ボランティア団体による継続的な活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・子どもたちを対象としたイベントでの活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手鎌による下草刈り 

手鎌・大鎌による下草刈り 

手鋸での除伐体験 除伐木の運搬 

 １年後 ＜平成 20年（2008年）＞

 ６年後 ＜平成 25年（2013年）＞

 １２年後 ＜令和元年（2019年）＞

記念式典 活動後 

刈払機による下草刈り 
（低木：ハマナス、チシマザクラ） 
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 ・ボランティア団体による活動、子どもたちを対象としたイベントの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ みなさんの手で植樹していただいた木々は、苫小牧東部地域の気象条件などにより成長に

差がみられますが、地元の方々やボランティアなどの手でしっかりと守り育てられ、元気に

育っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェーンソーによる除伐 
（ハルニレ） 

除伐木の馬搬 

 令和２年（2020年）の活動

イベント参加者集合！ 

カラマツ 

グイマツ雑種 F1 アカエゾマツ 

ハンノキ 

ミズナラ 

カシワ 

エゾヤマザクラ 

ナナカマド  シラカンバ 

カツラ ポプラ 
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 平成１９年に「第５８回全国植樹祭」が開催された会場（以下、「全国植樹祭記念の森」）

は、その後、『苫東・和みの森』という愛称がつけられ、約１万人の方々によって植えられた

樹木は、地元苫小牧市民やボランティア団体等の参加・協力のもと、大切に守り育てられて

きました。 

 

特に、この森の空間を活かし、人と人、人と自然が交わり合い、森づくりの意義を未来に

伝えることを目指して策定（H21.3）された『和みの森基本構想』の実現に向け、道と多くの

ボランティア団体等が「全国植樹祭記念の森づくり協定」を締結し、下草刈り、除伐等の森

づくり活動が１０年以上にわたり継続されてきたことは、北海道森林づくり条例の基本理念

の一つ「道民との協働による森林づくり」のモデルとなるものです。 

 

 こうした中、本年１０月、本道で３４年ぶり２度目となる「第４４回全国育樹祭」が開催

されますが、道としては、引き続き、より多くの道民に関わっていただきながら「全国植樹

祭記念の森」を守り育てていきたいと考えております。 

北海道水産林務部全国育樹祭推進室 

 

 

これまで道と協定を締結し、ボランティア活動にご協力いただいた団体等 

 

（五十音順、行政機関除く） 

 

・胆振森林サポーターの会 

・ＮＰＯ法人 ウッドネット北海道苫小牧支部 

・北の森２１運動の会 

・グリーンコンサルタント緑の総合研究所 

・森友会 （前「ＮＰＯ法人 森林遊びサポートセンター」） 

・当別森林ボランティア「シラカンバ」 

・(株)苫東 

・苫東・和みの森運営協議会 

・どろ亀さん記念・２２世紀の森づくりの会 （前「ＮＰＯ法人 新山川草木を育てる集い」） 

・日本緑化中村(株) （前「日本緑化施設(株)」） 

・東胆振森づくり協同組合 

・ＮＰＯ法人 福祉車両ステーション 

・北海道森林インストラクター会 

・北海道森林土木建設業協会苫小牧支部 

・(一社)北海道造園緑化建設業協会日胆支部 

・(公社)北海道森と緑の会 

・ＮＰＯ法人 北海道に森を創る会 

・芽森隊 

・ＮＰＯ法人 藻岩山きのこ観察会 


